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４月８日（月）に，町内の保育所長，小・中学校長による，

保小中連携協議会が開かれました。短時間でしたが右に示し

たような連携の意義を確認し合うことができました。今後も，

就学相談員や町の子育て支援課も含め，互いに密な連携を取

り合い，日常的なつながりを深め，子どもたちの学校生活の

充実を図っていきます。 

全体会後，中学校区毎に相互理解を深めつつ和やかな雰囲

気の中で話し合いが進められ，今まで連携してきた活動を振

り返りながら本年度の活

動の確認や検討がなされ

ていました。今後は，各

校の連携担当者を中心

に取り組んでいきます。 

 

 

 

「小学校就学から中学校卒業までにおいて，教育的支援を必要とする児童・生徒のより望ましい

学びや生活のあり方を実現する」ことを目的とした，教育委員会・福祉推進課・子育て支援課・保育

所・学校・関係諸機関等の有機的連携体制の構築を図る組織「富士河口湖町教育支援連携協議会」

が，本年度発足しました。このことにより，今まで以上に各関係機関の連携が図られ，子どもにとっ

てより良い状況がつくられることと思います。 

 

保小中連携協議会において，「保護者・

学校が子どもたちの育ちを共に考えていく

ことが大切であるので，そのような機会を

持ったらどうか」という意見が出されまし

たが，まさにふさわしい学習会が開催され

ます。昨年度，町内の学校で子どもへのか

かわり方等についてご指導くださった菊池

省三先生の学習会です。子どもが変わるた

めには，先生が，親が変わることが大切で

す。ご参加をお待ちしております。   

 

 

№２ 

保小中連携協議会開催 

保育所(園)の保育士，小学校及び中

学校の教員等が，保・小・中間の「段

差」を理解し，子どもたちの連続的な

発達等を考慮しながら，それぞれの

立場で子どもたちの付けたい力・育

ち・学びの連続性などについて相互

理解を深め，小・中学校教育への連

続を円滑にすることにより，いわゆる

『小 1プロブレム』・『中 1 ギャップ』

（『小４ビハインド』・『高１ クライ

シス』）を未然に防止し，子どもたち

の学校生活の充実を図る。 

保・小・中連携の意義 

保護者・住民向け学習会 

楽しみながら 子育てを考えましょう。 

 

【日時】 ５月２ １ 日(火) １ ８：００開始 

１ ９：３０終了予定 

【会場】 勝山ふれあいセンター(さくやホール) 

問い合わせ先 富士河口湖町教育センター 83-3022 

 

講師 菊池省三先生 

多くの方々のご参加を 


